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近年の黒ノリ養殖では、栄養塩（チッソ、リン）の不足によってノリの色調が低下する
「色落ち」が問題となっています。色落ちは、ノリ製品の品質低下（単価安）につながるた
め、養殖業者の収入に大きな影響を与えます。
栄養塩を巡っては、植物プランクトンと黒ノリは競合関係にあります。植物プランクトン
の発生状況の目安となるクロロフィル量を測定できるセンサーを装備したIoT海洋観測
機器を黒ノリ漁場に配備し、その動向をモニタリングすることで、色落ちのリスクを早期
に養殖業者に知らせる仕組みを、産学官※が連携した取組により構築しました。

※㈱アイエスイー、㈱中電シーティーアイ、独立行政法人国立高等専門学校機構 鳥羽商船高等専門学校、三重県
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植物プランクトン

色落ち色落ち
植物プランクト
ンが増加する
と栄養塩量が
減少して色落
ちが発生する。

植物プランクトンと色落ちの関係
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色落ち早期警戒情報（色落ちアラート）の発信

アラート発令中

〇モニタリング結果をもとに養殖業
者に「色落ち早期警戒情報（色落
ちアラート）」をSNSで配信します。
〇色落ち早期警戒情報は、漁場毎
にクロロフィルの濃度（色落ち
リスク）が色分けされています。
〇色落ちが危惧されるレベルの場
合は、養殖業者が速やかにノリの
収獲を行うなどの対応に活用が
期待されます。IoT観測機器

SNSで配信


